










と手稿 (MS137後半、 MS138) の比較
一一載録されなかった内容を中心に
菅i崎香乃
『心理学の哲学に関する最終草稿 1~ (Last Writings on the Philosophy ofPsychology， 
vol. 1以下『最終草稿 1~と!日各記)は、そこから『哲学探究~ (以下『探究』と略記)
第百部の半分以上がとられたことに鑑みても、ウィトゲン、ンュタインの、いわゆる「心
理学の哲学Jを解明するうえで、重要なテキストのひとつであることは疑いない。
加えて、これはかれが日々の考察を書き付けた手稿 (MS137後半、 MS138) 1に基づ
いており、その思考を時系列に沿って辿ることができる点からも興味深・いものであ
る。しかし、そのとき留意すべきは、発刊にあたり載録されなかった情報があるこ
とだ。それは、主に以下の 3点である。(1 )書かれた日付、 ( 2 )哲学の仕事と
は区別される一般的性格の考察 2 (多くは『反哲学的断章』に載録されている)、お








ひとつ例を挙げるとすれば、 『最終草稿 1~ 52節は、載録されなかった内容を併
せて読むことで、理解のための新たな視点が得られる好例と言える。
114 
かのゲームで、 i weicheJ という語 4をときはこう、ときにはこう体験すると、
鋭敏な耳が示すならば、一一それはまた、わたしが理解し、何らかの意味で体
験する文全体の脈絡において、あの語自体を多くの場合まったく体験しないと















しかし向時に、この記述は isehen als (に見える)Jと定式化されるアスペクトの
議論を思い起こさせる。というのも、ここには「見ることJと「見えることJを分
ける視座があるからだ。これは、コピー等によって再現される知覚の対象と、それ
によっては必ずしも再現され得ない特定の見え方を分ける (cf.PI I xilll， 112， 135 
etc.)アスペクトの議論に共通する構図である。のちの展開を先取りすれば、アスペ
クト体験と意味体験に連関があることがはっきりと指摘されることになるが (LWl




もうひとつ興味深いのは、これも『最終草稿 1J]では落とされている i[Zu T.Scr 
S.653] Jというメモ書きが、 52節につけられていることである 6。その意味すると
ころは、『心理学の哲学 2J]としてのちに出版されたタイプ原稿、 TS232の 653ペー
ジ (193-196節)を参照せよという指示である 7。そこでは、雑駁に言えば、 「考え
ること」と「想像のなかで語ることJ (RPP2 193) 、 f想像j と「スケッチを見る






























『最終草稿 1~ は、 MS137 後半、 MS138 を編纂したものであるが、これは『心理学の哲学 2~
として知られるタイプ原稿 (TS232) の基になった手稿のつづきである。 TS232に組み入れら




cv W反哲学的断章~ : Culture and均lue，Revised Edition， ed. by G.H von Wright， Basil Blackwell， 
1998. (丘沢静也訳『反哲学的断章一文化と価値~ ，青土社， 1999.)
LWI W最終草稿 1~ : Last Writings 011 the Philosophy 01 Psych0 logy， vol.l， ed. by G.E.M. Anscombe， 
G.H. von Wright and Hei対ciNyman， Basil Blackwell， 1982. 
LW2W最終草稿 2~ : Last Writings 011 the Philosophy 01 Psych 0 logy ， vo1.2， ed. by G.H. von Wright and 
Heikki Nyman， Basil Blackwell， 1992 
PI W探究~ : Philosophical Investigations， Revised 4th ed.， ed. by P.M.S. Hacker and Joachim Schulte， 
Wiley-Blackwell， 2009. (藤本隆志訳『哲学探究~ ，ウィトゲン、ンュタイン全集第 8巻，大
修館書!苫， 1976.，黒崎宏訳・解説町哲学探究』読解』産業図書， 1997.，丘沢静也訳『哲
学探究』岩波書活 20日.) (第 I部は、 Blackwell第 4版で「心理学の哲学ーフラグメン
トJとされているが、本稿では、慣例に従って『探究』第 I部、および PIIで通した。)
RPPl W心理学の哲学 1~ : Remarks 011 the Philosophy 01 Psychology， vol.， ed. by G.E.M. Anscombe 
and G.H. von Wright， Basil Blackwell， 1980. (佐藤徹郎訳『心理学の哲学~ 1，ウィトゲン
シュタイン全集補巻 1，大修館書庖， 1985.) 
RPP2 W心理学の哲学 2~ : Remarh 011 the Philosophy 01 Psych0 logy， vol. 2， ed. by G.H. von Wright 
and Heikki Nyman， Basil Blackwell， 1980. (里子家啓一訳『心理学の哲学~ 2，ウィトゲンシュ
タイン全集補巻 2 ，大{I多古'I~書j吉， 1988.) 
4.記号




( 1) ~最後の草稿 1 ~節番号と書かれた呂付との対応
年 月 自 ノ¥。一一二、ノや LW1 
MS137 
48 10 19 76a 
22 76a-77b 1-9 
23 77b JO 
24 77b-78b 1蜘20
25 78b-80a 21-38 
26 80a-81 a 39-45 
27 81a-82b 46-56 
28 82b-83b 57-68 
30 83b-84b 69-73 
31 84b 74 
1 2184b-85a 75-78 
3185a-87b 79-100 






10 93a-94a 154-163 i 
12 94a-95b 164-179 I 
13 96a-b 180-189 
14 96b-97b 190-198 
15 97b 199 
16 97b 200-202 I 
17 98a-99a 203時205i 
18 99a-99b 206-210 
19 100a-102a 211-235 : 
20 102a勾 103b236-241 
21 103a-l04a 242-251 
22 104a-I05b 252-267 
23 105b-l06b 268-278 
24 107a田108a
2729J20む4
1 25 108b-l09a 29 
26 109a-b 305-308 
27 109b-l1la 309-325 
28 llla-112b 326-346 
29 113a-b 347-350 
30 113b-114a 351-356 











48 12 9! 119b-120a 416白423
10 120a-b 424-430 
111 120b-122b 431-450 
12 122b四 125a451-479 
13 125a-126a 480-491 
14 126a 492 
15 126a-b 493-500 
16 127a-128b 501-517，519 
17 128b 518，520づ21








27 135a 600 
28 135a“b 
29 135b 601-604 
30 135b-136b 605-612 
31 136b 613 










49 1 15 la-2a 695-705 
16 2a 706 
17 2a-3a 707-713 
18 3a-4a 714-719 
19 4a-5a 720叩732
20 5a 733 
21 5a-7a 734-752 
22 7a-8a 753-762 
23 8a-b 763司768
24 8b-9a 769-775 
25 9b 776 
26 9b-l0a 777 
27 10a-b 778ω784 
28 l1a 785 









49 1 30 12a 792-793 
31 12a“13a 794-800 








10 18a 848ω850 I 
12 18a-b 851 
13 18b-19b 852-863 
14 19b-20a 864-872 I 
15 20a-21 b 873-887 I 
16 21b 888四891
17 22a-b 892-898 
18 22b-23a 899-901 
19 23a-b 902-905 I 
20 23b 906-907 I 
21 24a 908-909 
フ 24a-25b 910-924 
23 25b-26b 925-931 
24 26b-27a 932-935 
25 27a 
26 27a-b 936-937 
27 27b-28b 938-949 1 
28 28b-29a 950-953 
3 1129a 954-956 
2129b-30a 957-960 
3130a 961-964 
16 30a“32b 965-978 













( 2) ~最終草稿 1 ~に載録されていない記述
凡伊J .該当箇所は手稿の日付とページ番号にて示し、加えて『最終草稿 1~の対応箇所を節番
号、および十cの段落記号で、示した。なお、節と節のあいだに位置する場合、記号Vで表し











19j76a 48 10 Vl CV p.84/ p.202 
26T8ob 41 [Z.T.S.S 652] [[RPP2 190-192を参照]J 
27 81 b-82a 1V5 
82a 
! 28 83a 
1 4!88a 
88b 111a，bVc 
5cJbv p長.85短/p型204 5189b 118V119 
14 97b 198V199 CV p.85/ p.204 
19 100a 210V211 CV p.86/ p.205 
20 102a 236V237 CV p.86/ p.205 
21 104a 1249V250 ÇYp.8~Lp:2Q~ 
104a 249V250 CV p.86/ p.205 
22 104b 253V254 CV p.86/ p.206 
106a 1270V271 暗号文 BistDu wirklich dmmn， somust Du Dir's gestehen: darin liegt 
der Emst dieser Untersuchung. 
〔きみがほんとうに愚かなら、それを認めねばならない。そこにこの探究
の真剣さはある。〕
106b 278V279 CV p.86/ p.206 
11lb 331 V332 CV p.86/ p.206 
113a 1346V347 CV p.86/ p.206 
113a 346V347 CV p.86/ p.206 
113a 346V347 CV p.86/p.207 
12 10 120a 424V425 CV p.87/ p.207 
1 122a 446V447 CV p.87/ p.207 











503V504 ICV p.87 / p.208 
528V529 IPhilosophy serves to remove misconceptions. [Die Rolle der Philosophie 
















!zu studieren. 1n guten Zeiten hat sie naturlich Schwung und das blose 
Schreiben macht mir Vergn註gen.In schlechten， d.h. Unproduktiven， ist
sie schwunglos und kleinlich. (Wie z.B. Jetzt.) Und das kommt nicht nur 
daher， das ich lieber gute Gedanken aufschr・eibe，als anTIselige， sondern I 














1 ! 1712a 706V707 CV p._90/p._214-215 
!2a 706V707 CV p.90/ p.215 
1813a !713V714 CV pp.90-91 /p.215-216 
3a 713V714 CV 16 
!718V719 CV p.911 p.216 
1914b !724V725 CVp.91/p.216 
lch habe Schmerzen. So11 ich schon wieder Medizin nehmen， oder nicht; 
so1 ich mich einer schweren Operation unterziehen， oder nicht? Es ist 
ofミschwerzu entscheiden. Oft: kann mal1 nur warten ， ul1d im Zweifel 




121 5b 735V736 ICV p.91/ p.217 
8a 761V762 CVp.91/p.217 
8a 762V763 H音号文 Sehrmude. Vor einer neuen Krankheit? 
. 
I (とても疲れる。新しい病気の前兆円
23 8b 766V767 CV p.91/p.217 
24 9a 770V771 CV p.911 p.217 
9a 771 V772 CV p.92/ p.218 
25 9b 776V777 CV p.92/ p.218 
i 28 l1a 






30 12a 792V793 CV p.92/ pp.218-219 
12b 796V797 暗号文 Warbeim Arzt， der sagt， mir fehle nichts Ernstes， l1ur Gastritis 
Ic1 glaube er hat recht， vertraue aber seiner Therapie nicht 
〔医者が言うには、胃炎以外に重いところはないとのことだ。かれは正し
し¥と思うが、治療は当てにしていない。〕
2 2113b !804V805 CV p.92/ p.219 
1804V805 Icv p.92/ p・219
p.93/ p.220 
一一一
13b 804V805 CV p.93/ p.220 
14a 807V808 暗号文 Binwieder gesund， oder beinahe gesund. 
〔また元気になった、あるいはほとんど元気だ。〕





842V843 Philosophen wie Wisdorn， Ayer， u.a. Sie zeige Dir einen Bund 
gestohlener Schlusseln //Bund Schlusseln den sie gestohlen 
sie k谷口nenkeine Turen damitるffnen.
〔ウィズ、夕、ム*3やエイヤー*4たちのような哲学者O かれらはくすねた鍵の
束をきみに見せるけれども、それではどのドアも開けることができな
18a 849V850 暗号文 GroseSchwach und Schrnerzen. Mining im Sterben. Groser 
Verlustおrrnich und Alle. G吋serals ich geglaubt hatte. 
{とても弱っていて、つらいのミニンク叫が死の床にある。わたしにとmっd i 
て、皆にとって、大きな喪失。わたしが思ったよりも大きな。〕
22 25a 919V920 CV p.93/p.220 
戸527a 935V936 暗号文 Telephongespr員chmit G1・etl(in England). Sie hat ubers 
Telephon in Wien gehるrt，Mining liege irn Sterben， erkenne niern 
rnehr， schlurnrnere fyiedlich. -Ringsherurn werden die Wurzeln 
abgeschnitten， an denen rnein eigenes Leben hangt. Meine Seele ist 
voller Schrnerzen. Sie hatte vielseitiges Talent und Verstand. Aber nicht 
nackt zu Tage liegend， sondern verhulltうwiedie rnenschlichen 







27 28a-b 944V945 CVp.93jp.22ト222
28b 944V945 CV p.93/p.222 
暗号文 Esscheint， das ich nicht rnehr arbeiten kann， und zwar rnacht es 
mir den Eindruck， das ich l1icht nur an einer kurz vori.bergehenden M位
digkeit leide. Ich glaube die Anstrengung， die Arbeit und die Sorgen und 
Krankheit haben mich auf langere Zeit hin arbeitsunfahig gemacht. Ich 
bin in der schlirnrnen Lage， kein Mittel zu haben， um mich zu erholen. 








wenn es mir nicht leicht falt， weil sonst ja doch nichts herauskommt. ! 
日疲れているし、具合がわるい。楽にならなければ、仕事をしようとはし
jないだろう。そのようなときは、やはりなにも生み出されなし¥から。〕
964V965 I暗号文 Warzehn Tage lang mit Ben zusammen. Schone Zeit. Immer 
Iliebevoll. War nicht mehr gesund， schlechter Schlaf. -Weis nicht wic 
















MS137後半、 MS138を執筆していた、 1948年秋から 49年初夏のあいだ、ウィトゲンシュ
タインはどのように過ごしていたのか。手稿の記述ともリンクさせながら、ごく簡単にまとめ
ておきたいに
『心理学の哲学 2~ としてのちに出版されるタイプ原稿 (TS232) を、ケンブリッジで完成






































月以降の手稿から採られている。 12J 1 13に書かれた記述 (MS137 p.120b)一一一『最終草縞
1 ~では 431 節 が、 Wf楽究』第I部XI章冒頭の 111節と似た内容をもち 15、|司自




ところが、 l月のはじめには、健康状態が悪化する。 MS138にノートが新しくなった i月
15日、その冒頭には「今週は具合が悪かった。腸の感染症。いまもまだ仕事ができないJ(MS138 
125 










が癌で翻病中であったことだ。 2月 10日、 22日に彼女について書いている。その筆致はJj旬に
迫るものがあるが、興味深いのは、ひとの性質についてのかれの考えが垣間見えることである。
彼女は多方面に才能があり、分別があった。しかし、白日のもとにむき出しにではなく、









ものの、 『探究』第 I部、多くは Xl章の後半、 216節以降に採用されている。このことは、
かれ自身がこれらの考察に一定の評価を与えていたことを示していよう。
しかし、 3月初旬以降、仕事はとまってしまう。ベンの来訪が幸福な時間をもたらしたこと
が 3日の日記均、らうかがえるが、その後 2週間はいっさいの記入がなく、 16臼に一度再開さ
れるものの、ふたたびおよそ丸 2ヶ月空いている。この間にはウィーン滞在があった。最後の






究』第I部の元となった清書稿 (MS144) を作成、さらには、アメリカに発つ前の 6月に、現
在は失われた『探究』第I部のタイプ原稿 (TS234) を準備したとされている 200
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次タイプ原稿) - <最終タイプ原稿〉の 4段階カミらなるとしている(鬼界(2003)pp.19， 20)。
この分類に基づけば、日付入りのノートであるこのテキストは一次手稿にあたる。
2 LWI Editors' Preface， CV Foreword to the Edition of 1977. 















7 これらの記号がなにを意味するのかは、『最終草稿 1~ 69節につけられた編者の註を参考に
した0
8本文で挙げていなし¥194節は、 193節「考えること j への注釈的位置づけである0
9伝記的な事実については、 Drurγ(1984)，Malcolm(1958)， Monk(199I)を参照した。
10 Monk( 1991) p. 535. 
I これには日付が書き込まれておらず、作成時期lについて、いくつかの推測が立てられてい
る。れを終草稿 2~ の編者は 1948 年晩秋か 49 年の春には書かれはじめているとし (LW2 ，
EditOl・s'Preface)、Wiley-Blackwell版の『探究』第 4版では、 MSl37後半と同時期とされてい
る (PI，Editional Preface to the Fourth Edition， p.x)。また、フォン・ライトは、 49年 4)~から 5
月にかけてのウィーン滞在中に作成されたと推測している (vonWright( 1982) p.134.註 17も
参照のこと)。
12 Drury( 1984) p.156. 
13 Malcolm(1958) p.78.なお、手紙の日付は Monk(1991)p.536を参照した。
14 Monk( 1991) pp.538-539 
15 W探究』第Il部と手稿とのi司定は、『最終草稿 1~編者によって加えられた相互参照の指示
に依っている。なお、 Xl章 111節と近い記述は『最終草稿 1Jl 180節にもある。
16 Malcolm( 1958) p.79.なお、手紙の日付は Monk(1991)p.636を参照した。
17 MS169が作成されたのは、このウィーン滞在中だとフォン・ライトは推測している。そう
考えることで、この間の記載が MS138にない理法lが説明できるとしている (vonWright( 1982) 
p.134.)。註 1参照。
18 Malcolm( 1958) p.80.なお、手紙の日付は Monk(1991) p.637を参照した。
19 Drury(l984) p.167. 
20 Monk( 1991) pp.542-544. 
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